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「文化財レスキュー」とは？？ 

 

地震などで被災した家屋などから、古文書や美術工芸品などの歴史・文化的な資料を救出し、安

全な場所に一時保管するものです。能登町では元旦の震災を受け、国の機関である文化財防災セン

ターや、民間団体と協力して救出作業にあたっています。救出後には、資料を町で一時的に仮保管

し（保管期間を限定します）、今後の取り扱いについて所有者と協議します。 

 

能登町の文化財レスキューへの動き 

 

１月１日に発生した地震によ

り、奥能登地方は大きな被害を受

けました。建物の倒壊、津波、火

災による被害、ライフラインの遮

断により、避難・支援活動ともに

困難を極めました。 

 こうした中で、地域に残されて

いる歴史・文化的な資料（指定文

化財・未指定文化財）が、失われ

てしまう危機が迫っていました。

はじめに、地震による建物倒壊に

巻き込まれてしまうことによる

損傷、その後の風雨にさらされる

ことによる損傷、続いて、建物の

片付けに伴って廃棄されてしま

う、または古物商に転売されてし

まう恐れも危惧されました。 

 地震による被害を受けた市町

のうち、富山県氷見市や石川県羽

咋市は、１月中旬ごろにいち早く

歴史・文化に関わる様々な資料を

捨てないようインターネットなどを通じて呼びかけ、救出依頼のあった土蔵などから資料を運び出

しています。また、災害ゴミの集積場で、襖の下張に使われていた古文書を発見し、回収したケー

スもあったそうです。 

ニュース 

貴重な歴史・文化的資料を捨てないで！能登町の歴史・文化遺産を後世に伝えよう！！ 

被害う受けた国重要文化財（建築物）中谷家住宅 

町指定文化財が納められた被害を受けた寺院の倉庫 
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 能登町では、発災当初から国や県の指定文化財の被災状

況を調査し、国指定史跡の真脇遺跡では県指定文化財の土

器などが破損、国指定建造物の黒川中谷家住宅も門や塀が

倒れたり、母屋が傾くなどの被害を確認しました。 

１月中旬には未指定文化財の保護活動として「地域の貴重

な「たからもの」を捨てないで！！」と題したポスターを

作成し、避難所での掲示、町ホームページ・広報紙への掲

載、町公式 SNS による周知を図りました。すると、「土

蔵の中に古い書類があるがどうすればよいか」などといっ

た問い合わせが多く寄せられました。 

 担当者が問い合わせがあったお宅などに訪問して現状

を確認し、持ち出せるものであれば仮にお預かりしまし

た。建物の状態が危険であったり、内部が物で散乱してい

る、品物が多くて運び出せないといった場合は、国立文化

財機構 文化財防災センターの文化財レスキュー事業を活

用して、救出活動にあたることになります。レスキューで

は国や県、民間団体に所属する大学教員、博物館学芸員な

どが作業にあたり、運び出した品物を段ボールやクッショ

ン材で梱包し、仮保管場所へ移送します。同時に運び出さ

れた品物のリスト化もおこない、濡れてしまったなど状態

が悪ものは、状態が悪化してしまわないように保存処理を

施すこともあります。お預かりした品物は、期間を区切っ

て保管し、その後の保管などについて所有者の方と協議す

ることになります。 

 復旧・復興が進められている被災地ですが、壊れてしまったからといって、すべてを葬り去り、

新しくしてしまうことは、本当の復興ではありません。東日本大震災や熊本地震でも、復興の中で

地域の歴史や文化の継承にとりくみ、復興への原動力となったり、地域の活性化につながったケー

スもあります。地域の歴史や文化も一緒に継承されてこそ、本当の復興ではないでしょうか。 

文化財の破棄防止を呼び掛ける広報 

（能登町 HP） 

レスキューを待つ古文書 レスキュー後の保管施設 


